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畑エリア座談会（令和６年度１回目まとめ） 

１ 実施日時 
令和６年８月２０日（火） １８：００～１９：３０ 

 

２ 参加者 
 JA生産部会関係者，ほしいも生産組合関係者，エリアの農業者及び中心的担

い手，東海村農業委員，東海村農地利用最適化推進委員，茨城県農業経営課職

員，茨城県県央農林事務所職員，ＪＡ職員，東海村職員（事務局） 

計３６名 
【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）計画（案）の確認 
 ・令和５年度の座談会で出された意見をまとめ，計画（案）を以下のとおり作

成。 

・現時点では計画書の文言は大きな修正はなく公表する予定であるが，今後の

座談会において，意見が出た場合は修正を加える。 

・最終的には，目標地図と計画書はリンクさせていく。 
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（２）目標地図たたき台の確認 
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 （２）目標地図についての話し合い 

  ・令和５年度に実施した座談会の意見に基づき作成した目標地図のたたき台に

ついて話し合いを行った。 

 

＜話し合い前の目標地図たたき台＞※個人情報が含まれているため画像をぼかしています。 

  
＜話し合い後の目標地図たたき台＞ 
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    ＜目標地図に対する参加者の意見＞ 
（話し合いからの意見） 

・目標地図のたたき台については，一部変更希望箇所はあるものの，名前と場所は概

ね問題ない。 

・畑は集約するためには３～５反歩ずつくらいが理想だが，現在，それぞれの農業者

が個々の経営に合った土づくりをしているため，そのような部分も加味して集約して

いかなければならない。 

・一人で農業をやる場合には，１～２町歩くらいの集積・集約が良い。 

・集約の面積は，各々の経営方針等で異なり，３反歩で十分だという耕作者もいれ

ば，１～２町歩が必要だという耕作者もいる。 

・畑を守っていくにあたり，現在放棄地になっている農地や，作付けはせず耕起だけ

している土地の活用方法も考えていかなければならない。 

・今後，細かい目標地図を作っていくためには，近くを耕作している農業者同士での

農地の交換が基本となるが，直接農業者同士が話し合いを行うには難しい部分もある

ため，間を取り持つコーディネーターの存在が必要。 

・生産者のプロフィールが分かる「生産者ナビ」のようなものがあると貸し借りの助

けになる。 

・耕作者が耕作しやすい環境整備を進めていかないと農地を使ってくれる方がいなく

なっていく。 

 

（アンケートからの意見） 

 ・パブコメは大事。村内の多くの農家（先輩方）はこの「集約化」の話すら知らない

のが現状。 

 ・少しずつ具体的になっていきている。認定農業者や若手により具体的な計画ができ

れば良いと思う。 

 ・規模拡大したい人に対して「アメ」（補助金，法人化の支援，人材確保の支援，営業

指導等）が必要に感じる。それにより，集積したい気持ちを後押しするのではない

か。 

 ・目標地図に向けて，集積・集約が進むように，行政が間に入ってもらわないと計画

で終わってしまう。 

 ・高齢化と人口減少により，食糧が必要なくなる中で，集積・集約しても出口がない

と担い手がいなくなると思う。 

 ・借地料を村内統一金額にすると集積・集約が進むと思う。（埼玉県杉戸町ではＲ６年

度１００ha→Ｒ７年度２８０ha。）その際，耕作をする場合の管理方法についても最

低限の決まり事を作る必要があると思う。 

 ・耕作放棄地に隣接している場合，管理の手間が倍以上の時間（費用）がかかる。 

 ・地権者の問題はどうなるのか。クリアにしてほしい。 

 ・耕作者の意見が多くあり良かった。 

 ・今後の集約について，交換等ができる場所等は交換していきたい。 

 ・地主の意向で返すことになった分，同じ面積だけ新たに借りたい，というようなわ

がままも聞いてほしい。 

 ・農地の所有者，利用者は座談会参加者以外に多数存在していると思う。 

 ・その方々に地域計画をベースに地域の方向性を認識してもらえるようにしていくこ

とが，今後の様々な農地利用の調整に必要であり，円滑に進めていくカギになると思

う。 

 


